
発行：印西市　編集：広報広聴課広報広聴班
〒270－1396印西市大森2364－2　　電話0476碓42 5111嘩　　ＦＡＸ0476碓42 7242
ホームページhttp://www.city.inzai.lg.jp/　　Eメールhome@city.inzai.lg.jp

　6月12日、第27回全国「みどりの愛護」のつどいが県立柏の葉公園で開
催され（主催：国土交通省、千葉県、柏市）、市内からは5団体が表彰されま
した。この表彰は花と緑の愛護に特に著しい功績のあった者に贈られるもの
で、公園の花壇管理や清掃などの美化活動への長年の功績が評価されました。
胸表彰団体…北総ふれあいの里・笑呼ネット、花の会、木下万葉公園後援会、
木下東皐月会、西部公園パークゴルフクラブ（順不同）。
■問 都市整備課管理班（緯内線742）。
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（　）内は前月との比較

No．811
平成28年（201６）

7月１５日号

　8月15日は戦没者を追悼し平和を祈念する日です。
　市では、戦争で亡くなられた人たちを追悼し世界の恒久平和を祈念する
ため、西の原公園で「印西平和の鐘」をつき、黙とうをささげます。鐘つ
きを希望する人には整理券を配布しますので、当日会場へお越しください。
■時 8月15日（月）・整理券配布：午前11時～11時45分。
■場 西の原公園（雨天時は市役所本庁舎玄関前）。
■問 総務課総務法規班（緯内線436）。

　
利
根
川
水
系
上
流
ダ
ム
の
貯
水
量
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
天
候
に
よ
っ
て
は
、
深
刻
な
水
不
足
と
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
節
水
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

節水の 
 お願い

受賞団体の代表者のみなさん

　　　　　　　印西平和の鐘

　広島平和の鐘などの制作を手掛けた重要無
形文化財保持者（人間国宝）の故香取正彦氏が、
生前制作に取り組んだもので、平成３年２月
にご遺族から市に寄贈されました。
※市役所１階ロビーに常設展示しています。

千千
羽
鶴
に

　
夢
を
た
く
し
て

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
日
本
代
表
合
宿

千葉県都市緑化功労者知事表彰
「みどりの愛護」のつどい

「印西平和の鐘」を響かせよう
恒久平和を願って

　「フレー フレー日本！ がんばれ がんばれ日本！」　女子ソフトボール日本代表の合宿最終日、松山下
公園総合体育館に元気なエールが響いた。応援に駆け付けたのは「永治小学校」の全児童２２人。近くの
球場で合宿が行われると聞き、みんなで応援しようとエールを考え、千羽鶴を贈ることを決めた。
　エールは２年生が担当。緊張しながらも全力で応援する姿に選手から大きな拍手をもらった。千羽鶴
は児童たちが一丸となり折りあげた。自分たちの応援する選手が世界で活躍してほしい。鶴が勝利を導
くように。それぞれの夢や思いが詰まった千羽鶴は６年生からキャプテンの坂元選手に渡された。
「この千羽鶴と一緒に世界を獲ってきます。」　キャプテンの力強い言葉に子どもたちの目が輝いた。

　女子ソフトボール日本代表の強化合宿は、６月18日～21日
に松山下公園野球場で行われました。
　期間中は約2,000人の観覧者が球場に訪れ、迫力あるプレー
を間近で楽しみました。中学生を対象としたソフトボール教
室には近隣市から約150人が参加、トップ選手から投球やバッ
ティングなどの指導を直接受ける貴重な機会となりました。

※女子ソフトボールカナダ代表の練習試合の様子などは、本紙
８月１日号でお知らせします。

～ 印西市は今年 市制施行20周年 ～
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0
0
2
・
胃
碓99 
2
2
2
3
）。

子
ど
も
見
学
デ
ー
　

■時 
8
月
5
日
画
、　
日
牙
・
午
後
2

25

時
　
分
～
4
時
。

30
■場 
小
林
公
民
館
。

■内 
小
林
公
民
館
を
見
学
し
、「
遊
び

発
見
隊
」
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

体
験
し
ま
す
。

■対 
小
学
3
年
～
6
年
生
。

■定 
い
ず
れ
も
　
人
。

30

■費 
無
料
。

■申 
7
月
　
日
画
・
午
前
9
時
か
ら
電

15

話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で（
先
着
順
）。

■問 
小
林
公
民
館
（
緯
碓97 
0
0
0
3
）。

手
賀
沼
流
域
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
亀
成
川
生
き
も
の
観
察
会

■時 
7
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
　
分
～

24

30

正
午
。

■場 
印
西
中
学
校
駐
車
場
集
合
。

■内 
亀
成
川
に
入
っ
て
生
き
も
の
を
網

で
す
く
い
観
察
し
ま
す
。

■対 
小
学
生
以
上
（
小
学
生
は
保
護
者

同
伴
）。

■定 
　
人
。

30
■費 
無
料
。

■他 
帽
子
、
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
運
動

靴
、
着
替
え
、
飲
み
物
を
持
参
。

■申 
7
月
　
日
画
ま
で
に
、
住
所
、
氏

22

名
、
電
話
番
号
を
電
話
ま
た
は
メ
ー

ル
で
左
記
へ
（
先
着
順
）。

■問 
亀
成
川
を
愛
す
る
会
・
事
務
局

（
■携 
0
8
0
―
3
5
9
4
―
6
2
6

7
・
■メール k

am
e
n
arilo

v
e
@
y
ah

o
o
.co
.jp

）。

■対 
次
の
臼
～
唄
す
べ
て
を
満
た
す
人
。

臼
「
千
葉
県
特
定
不
妊
治
療
費
助
成

事
業
」
の
承
認
決
定
を
一
年
以
内
に

受
け
て
い
る
人
。

渦
法
律
上
の
婚
姻
を
し
て
い
る
夫
婦

で
あ
る
こ
と
。

嘘
助
成
申
請
時
点
で
、
夫
婦
共
に
一

年
以
上
の
住
民
登
録
が
あ
る
こ
と
。

唄
申
請
日
に
夫
婦
に
市
税
の
滞
納
が

な
い
こ
と
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー
母
子
保
健
班

（
緯
碓42 
5
5
9
5
）。

日
本
脳
炎
ワ
ク
チ
ン
の
接
種

　
日
本
脳
炎
は
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル
ス

を
保
有
す
る
蚊
に
刺
さ
れ
る
こ
と
で

感
染
し
ま
す
。
人
か
ら
人
へ
の
感
染

は
な
く
、
ブ
タ
な
ど
の
動
物
の
体
内

で
ウ
イ
ル
ス
が
増
殖
さ
れ
、
そ
の
ブ

タ
を
刺
し
た
蚊
が
人
を
刺
す
こ
と
に

親
子
ご
み
・

　
　
リ
サ
イ
ク
ル
施
設
見
学
会

■時 
8
月
　
日
牙
・
午
前
9
時
～
午
後

18

4
時
。　
　

■場 
市
役
所
ロ
ビ
ー
集
合
。

噛
案
内
役
…
市
民
活
動
団
体
「
温
暖

化
防
止
印
西
」。

■内 
次
の
施
設
を
見
学
し
ま
す
。

▼
印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
（
ご
み

焼
却
施
設
）
▼
珂
佐
久
間
印
西
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

布
、
紙
な
ど
の
中
間
処
理
施
設
）
▼

印
西
地
区
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場

（
焼
却
灰
な
ど
の
埋
め
立
て
施
設
）

▼
珂
印
旛
共
進
（
ビ
ン
、
カ
ン
の
中

間
処
理
施
設
）
▼
珂
丸
幸
千
葉
栄
工

場
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
フ
レ
ー
ク
化

施
設
）。

■対 
市
内
在
住
の
小
学
生
と
そ
の
保
護

者
。

■定 
　
組
（
　
人
程
度
）。

15

30

■他 
お
弁
当
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具
を

持
参
。
い
ん
ザ
イ
君
の
エ
コ
バ
ッ
ク
、

シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

■申 
7
月
　
日
画
・
午
前
9
時
か
ら
住

15

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
電
話
、
F

A
X
ま
た
は
メ
ー
ル
で
左
記
ま
で

（
先
着
順
）。

■問 
ク
リ
ー
ン
推
進
課
（
緯
内
線
3
8

3
・
胃
碓42 
5
3
3
9
・
■メール cle

an
k

a@
city
.in
zai.lg

.jp

）。

特
定
不
妊
治
療
費
助
成
の

　
　
　
　
　
対
象
範
囲
が
拡
大

　
高
額
な
医
療
費
が
か
か
る
配
偶
者

間
の
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
に
要
す

る
経
費
の
一
部
の
助
成
に
加
え
て
、

新
た
に
特
定
不
妊
治
療
の
過
程
で

行
っ
た
男
性
不
妊
治
療
費
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

胸
助
成
金
額
…
上
限
7
5
街
0
0
0

円
。

■申 
7
月
　
日
臥
か
ら
整
理
券
を
文
化

16

ホ
ー
ル
、
各
公
民
館
、
中
央
駅
前
地

域
交
流
館
で
配
布
。

■問 
中
央
公
民
館
内
・
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
（
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

ぷ
ち
・
シ
ア
タ
ー

　
上
映
作
品
臼
山
古
志
村
マ
リ
と
三

匹
の
子
犬
、
渦
ガ
リ
バ
ー
旅
行
記
、

嘘
と
べ
な
い
ホ
タ
ル
p
i
p
i
。

■時 
臼
7
月
　
日
画
、
渦
　
日
画
、
嘘

22

29

8
月
　
日
画
・
午
後
2
時
～
。

26

■場 
臼
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
、
渦
ふ

れ
あ
い
文
化
館
、
嘘
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
。

■定 
い
ず
れ
も
　
人
。

40

■費 
無
料
。

■申 
当
日
会
場
で
（
先
着
順
）。

■問 
中
央
公
民
館
内
・
視
聴
覚
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
。

 勾
玉
 づ
く
り
体
験
教
室

ま
が
た
ま

■時 
8
月
6
日
臥
・
午
後
2
時
～
4
時
。

■内 
古
代
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
の
一
つ
、

勾
玉
を
作
り
ま
す
。

■場 
印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館
。

■対 
小
学
生
以
上
（
小
学
3
年
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）。

■定 
　
人
。

16
■費 
一
人
3
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
タ
オ
ル
を
持
参
。

■申 
7
月
　
日
臥
か
ら
氏
名
、
年
齢

16

（
学
年
）、
電
話
番
号
、
保
護
者
の
氏

名
を
電
話
、
F
A
X
ま
た
は
左
記
窓

口
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
印
旛
歴
史
民
俗
資
料
館
（
緯
碓99 
0

D
N
A
わ
く
わ
く
実
験
講
座

■時 
8
月
　
日
画
・
午
前
　
時
～
　
時

19

10

11

　
分
。

30■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
1
号
館
。

噛
講
師
…
か
ず
さ
D
N
A
研
究
所
員
。

■内 
身
近
な
食
品
の
D
N
A
を
取
り
出

す
実
験
を
し
ま
す
。
自
由
研
究
の
ヒ

ン
ト
に
も
。

■対 
中
学
生
以
上
。

■定 
　
人
。

16
■費 
無
料
。

■申 
7
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
電

16

話
ま
た
は
左
記
窓
口
ま
で（
先
着
順
）。

■問 
小
倉
台
図
書
館（
緯
碓47 
5
5
1
1
）。

夏
休
み
映
画
会

　
上
映
作
品
「
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ブ
～
海

の
み
ん
な
が
世
界
を
救
W
O
O
外

～
」。

■時 
8
月
6
日
臥
・
午
前
　
時
　
分
。

10

30

■場 
文
化
ホ
ー
ル
。

■定 
4
6
0
人
。

■費 
無
料
。

夏
の
お
は
な
し
会

怯
大
森
図
書
館
　

■時 
7
月
　
日
峨
・
午
前
　
時
～
。

26

11

■場 
文
化
ホ
ー
ル
。

■内 
切
り
紙
の
実
演
、
大
型
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
な
ど
。

■対 
幼
児
以
上
。

■定 
1
0
0
人
。

怯
印
旛
図
書
館

■時 
8
月
5
日
画
・
午
前
　
時
　
分
～
。

10

45

■場 
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
い
ん
ば
。

■内 
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
、
大
型
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
な
ど
。

■対 
幼
児
～
小
学
校
低
学
年
く
ら
い
。

■定 
　
人
。

50
【
共
通
】

■費 
無
料
。

■申 
不
要
。

■問 
大
森
図
書
館
（
緯
碓42 
8
6
8
6
）、

印
旛
図
書
館
（
緯
碓80 
3
8
5
0
）。

平成28年（2016）7月15日号（2）

講
座
・
催
し

■時 
8
月
　
日
蚊
・
午
後
2
時
開
演
。

21

■費 
3
街
5
0
0
円
、子
ど
も（
高
校
生

ま
で
）2
街
0
0
0
円
。

※
未
就
学
児
入
場
不
可
。

■申 
各
プ
レ

イ
ガ
イ
ド

で
販
売
中
。

文
化
ホ
ー
ル
で
電
話
予
約
を
受
付
中
。

■時 
9
月
　
日
蚊
・
午
後
3
時
開
演
。

11

■費 
3
街
0
0
0
円
、子
ど
も（
高
校
生

ま
で
）2
街
0
0
0
円
。

※
未
就
学
児
入
場
不
可
。

■申 
文
化
ホ
ー
ル
・
イ
ー
プ
ラ
ス
（
■ＨＰ 

h
ttp
://

e
p
lu
s
.j

p
/

）
で
販

売
中
。
文
化
ホ
ー
ル
で
電
話
予
約
を

受
付
中
。

文化ホール
中央駅前地域交流館
小林公民館
そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイプレイガイドド

■問 文化ホール
（緯碓４２ 8811）
〒270－1327
印西市大森2535

※
各
種
割
引
や
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
文
化
ホ
ー
ル
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
全
席
指
定
。

9/11
（日）

川
井
郁
子

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

8/21
（日）

い
ん
ざ
い
寄
席

春
風
亭
小
朝
独
演
会

よ
っ
て
感
染
し
ま
す
。

　
県
内
で
は
平
成
　
年
に
患
者
が
報

27

告
さ
れ
ま
し
た
。

【
予
防
対
策
】

煙
蚊
に
刺
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。

　
蚊
は
日
没
後
に
活
動
が
活
発
に
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
夜
間
の
外

出
を
控
え
、
野
外
活
動
の
際
に
は
肌

の
露
出
を
避
け
、
虫
さ
さ
れ
防
止
剤

を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。　

煙
予
防
接
種
を
受
け
る
。

　
標
準
的
な
接
種
開
始
年
齢
は
3
歳

か
ら
で
す
が
、
希
望
者
に
は
生
後
6

カ
月
か
ら
接
種
可
能
で
す
。

※
ワ
ク
チ
ン
接
種
量
は
、
3
歳
以
上

が
0
・
5
悪
に
対
し
3
歳
未
満
が

0
・
　
 悪
と
な
り

25

ま
す
。

■問 
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
母
子
保
健
班
。

夏休み特別公開講夏休み特別公開講座座
　利根川の歴史と、舟で
つながる町と村の姿、行
き交う人やものの流れ
について学び、ふるさと
の歴史への理解を深め
ます(船めぐり体験付き）。
■時 8月7日（日）・臼午前
8時45分～11時、渦
午前9時45分～正午。
■場 中央公民館。
■定 40人。
噛講師…岡田 光広 氏（県

みつひろ

立関宿城博物館学芸課
長）。

■内 親子で学ぶ利根川と行
き交う船の歴史。
■費 乗船料…大人1,000
円（子ども600円）、資
料代など…400円。
■他 子どもだけの参加は、
会場まで保護者が責任
をもって送迎してくだ
さい。
■申 事前に下記へ（先着順）。
■問 木下まち育て塾・宇野
（■携 090― 2540―
4778・■メール machijuku
@gmail.com）。

 木下河岸の歴史を学ぶ「続・寺子屋吉岡」

健
康

 交
通
規
制
に
ご
協
力

交
通
規
制
に
ご
協
力
をを

　
8
月
6
日
　
・
午
後
7
時
か
ら
「
第
　
回
佐
倉
市
民
花
火
大
会
」
が
開
催

（土）

56

さ
れ
ま
す
。
当
日
は
、
県
立
印
旛
沼
公
園
の
周
辺
道
路
で
激
し
い
混
雑
が
予

想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
緊
急
車
両
の
通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
一
般
車
両
に

対
し
、
通
行
止
め
な
ど
の
交
通
規
制
を
実
施
し
ま
す
。

■時 
8
月
6
日
　
・
午
後
5
時
　
分
～
9
時
ご
ろ
（
荒
天
時
は
翌
日
に
順
延
）。

（土）

30

■問 
　
佐
倉
市
観
光
協
会
（
緯
0
4
3
―
4
8
6
―
6
0
0
0
）。

（公社）



■時 日時   ■場 会場   ■内 内容   ■対 対象   ■定 定員   ■費 参加費  ■申 申し込み  ■問 問い合わせ   ■ＨＰ ホームページ   ■メール メールアドレス   ■他 そのほか   ■携 携帯電話凡例

認
知
症
カ
フ
ェ

　
認
知
症
の
人
と
家
族
、
地
域
住
民

の
誰
も
が
参
加
で
き
集
う
場
で
す
。

■時 
7
月
　
日
峨
・
午
後
2
時
～
4
時
。

26

■場 
文
化
ホ
ー
ル
。

■対 
認
知
症
の
人
と
そ
の
ご
家
族
。
認

■申 
7
月
　
日
画
ま
で
に
申
込
書
を
左

29

記
窓
口
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 

8
4
1
7
）。

　
　

第
　
回
「
印
西
ふ
る
さ
と
発
見

26

  フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

～
あ
な
た
の
力
作
を
ぜ
ひ
～

胸
印
西
市
観
光
協
会
主
催
。

■対 
一
年
以
内
に
市
内
で
撮
影
し
た
未

発
表
作
品（
一
人
2
点
ま
で
応
募
可
）。

※
入
選
作
品
は
ネ
ガ
・
ポ
ジ
な
ど
の

原
版
（
複
製
品
不
可
）、
サ
ー
ビ
ス
プ

リ
ン
ト
を
提
出
（
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

の
場
合
は
デ
ー
タ
を
収
録
し
た
C
D
、

サ
ー
ビ
ス
プ
リ
ン
ト
）。

煙
サ
イ
ズ
…
白
黒
・
カ
ラ
ー
プ
リ
ン

ト
四
ツ
切
り
単
写
真
の
み
（
ワ
イ
ド

四
ツ
切
り
可
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の

場
合
は
A
4
プ
リ
ン
ト
可
）。

煙
応
募
資
格
…
特
に
な
し
。

■他 
▼
応
募
作
品
の
著
作
権
は
主
催
者

側
に
帰
属
▼
市
外
か
ら
印
西
市
を
撮

影
し
た
も
の
は
不
可
▼
被
写
体
に
人

物
が
含
ま
れ
る
場
合
は
、
本
人
の
承

諾
が
必
要
▼
入
賞
作
品
は
、
市
観
光

情
報
館
に
展
示
す
る
ほ
か
、
市
観
光

協
会
や
市
の
刊
行
物
な
ど
に
利
用
し

ま
す
▼
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

※
優
秀
作
品
受
賞
者
に
は
表
彰
の
上
、

副
賞（
商
品
券
・
ふ
る
さ
と
大
賞
1
点

3
万
円
分
・
優
秀
賞
3
点
1
万
円
分
・

佳
作
8
点
5
千
円
分
）を
授
与
。

■申 
平
成
　
年
1
月
　
日
峨
（
消
印
有

29

31

効
）
ま
で
に
作
品
の
裏
面
に
画
題
、

撮
影
場
所
、
撮
影
日
、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
、
撮
影
デ
ー
タ
（
使
用
カ

メ
ラ
、
レ
ン
ズ
、
フ
ィ
ル
ム
、
絞
り
、

シ
ャ
ッ
タ
ー
ス
ピ
ー
ド
、
そ
の
ほ
か

使
用
フ
ィ
ル
タ
な
ど
）
を
記
入
し
た

応
募
票
（
任
意
様
式
）
を
貼
り
付
け
、

左
記
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
。

■問 
印
西
市
観
光
情
報
館
（
〒
2
7
0

―
1
3
9
2
印
西
市
中
央
北
3
―
2

イ
オ
ン
モ
ー
ル
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

2
階
・
緯
碓45 
5
3
0
0
）。

わ
が
家
の
犬
・
猫

　
　
　
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

■対 
県
内
在
住
の
人
で
飼
育
し
て
い
る

犬
・
猫
の
写
真
（
3
枚
ま
で
）。

※
プ
ロ
、
ア
マ
、
年
齢
は
不
問
。

煙
サ
イ
ズ
…
L
判
。

■他 
応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

■申 
8
月
　
日
臥（
必
着
）ま
で
に
、
す

20

べ
て
の
写
真
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
し
つ
け
な
ど

適
正
飼
育
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト

（
4
0
0
字
以
内
）
を
添
え
て
郵
送

で
左
記
へ
。

■問 
　
千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会
（

（公財）
〒
2
6
0
―
0
0
0
1
千
葉
市
中
央

区
都
町
4
6
3
―
3
・
緯
 0
4
3
―

2
1
4
―
7
8
1
4
）。

市
職
員

　
平
成
　
年
度
市
職
員
採
用
初
級
試

28

験
（
印
旛
郡
市
職
員
採
用
共
同
試

験
）
を
実
施
し
ま
す
。

■時 
9
月
　
日
蚊
。

18

■場 
佐
倉
市
立
佐
倉
中
学
校
。

■内 
■対 
■定 
は
左
表
の
と
お
り
。

■申 
7
月
　
日
峨
～
8
月
　
日
画
（
消

26

12

印
有
効
）
ま
で
に
申
込
書
を
左
記
ま

で
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
申
込
書
は
、
市
役
所
総
務
課
人
事

職
員
班
、
各
支
所
・
公
民
館
・
出
張
所
、

中
央
駅
前
地
域
交
流
館
で
配
布
。

■問 
総
務
課
人
事
職
員
班
（
緯
内
線
4

3
3
）。

医
師
に
よ
る

　
　
　「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

　
精
神
的
な
悩
み
な
ど
気
軽
に
ご
相

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
教
室

■時 
8
月
6
日
臥
、　
日
臥
、
9
月
　

20

10

日
臥
、　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

24

30

4
時
　
分
（
全
4
回
）。

30

■場 
松
山
下
公
園
総
合
体
育
館
。

■内 
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
基
礎
技
術
を
学

び
ま
す
。

■対 
4
日
間
す
べ
て
に
参
加
可
能
な
高

校
生
以
上
の
人
。

※
市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
人
優

先
。

■定 
　
人
。

20
■費 
4
日
間
で
2
街
0
0
0
円（
参
加

費
）。

■他 
申
込
時
に
認
め
印
を
持
参
。
欠
席

時
の
返
金
は
行
い
ま
せ
ん
。

（3）平成28年（2016）7月15日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

猿
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
印
西
会
会
員

募
集

■時 
毎
月
第
1
、
3
木
曜
日
・
午
後
1

時
　
分
～
3
時
。

30
■内 
年
齢
を
問
わ
ず
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽

し
み
な
が
ら
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

■対 
ど
な
た
で
も
。

■費 
1
街
0
0
0
円
（
月
会
費
）、
5
0

0
円
（
入
会
費
）。

■他 
吹
き
矢
筒
、
的
な
ど
持
参
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
高
須
（
■携 
0
9
0
―
2
3
2
7
―

5
9
8
8
・
■メール m

itk
6
6
ss@
g
m

ail.co
m

）。

猿
J
A
介
護
職
員「
初
任
者
研
修（
旧

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
2
級
）」受
講
生
募
集

■時 
　
月
8
日
臥
～
平
成
　
年
2
月
4

10

29

日
臥
。

■場 
J
A
西
印
旛
ほ
か
。

■内 
通
信
教
育
に
よ
る
講
義
と
実
技
演

習
、
施
設
実
習
を
行
い
ま
す
。

■定 
　
人
。

14
■費 
6
2
街
0
0
0
円
（
受
講
料
）。

※
別
途
健
康
診
断
料
有
り
。

■申 
8
月
　
日
我
ま
で
に
電
話
で
左
記

31

へ（
応
募
多
数
の
場
合
は
書
類
選
考
）。

■問 
J
A
西
印
旛
介
護
福
祉
課
（
緯
碓42 

1
3
1
1
）。

猿
講
演
会
「
現
代
の
お
墓
事
情
」

■時 
7
月
　
日
我
・
午
前
　
時
～
正
午
。

27

10

■場 
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
（
中
央

駅
前
地
域
交
流
館
2
号
館
）。

噛
講
師
…
長
江
曜
子
氏
（
聖
徳
大
学

教
授
、
日
本
埋
葬
文
化
学
会
会
長
）。

■内 
改
埋
葬
、
永
代
供
養
、
散
骨
な
ど
。

かわいく撮ってネ

談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
は
、
秘
密

厳
守
し
ま
す
。

■時 
8
月
4
日
牙
・
午
後
2
時
～
4
時
。

■場 
市
役
所
一
階
相
談
室
。

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
支
援

班
（
緯
内
線
2
6
8
）。

年
金
生
活
者
等
支
援

臨
時
福
祉
給
付
金（
高
齢
者
向
け
）

申
請
期
限
は
8
月
　
日
　
で
す

31

（水）

　
所
得
の
少
な
い
高
齢
者
を
対
象
に

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金
を
支
給
し
ま
す
。
支
給
に
は
申
請

が
必
要
で
す
。
支
給
対
象
者
は
忘
れ

ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
支
給
対
象
者
が
い
る
と
思
わ
れ

る
世
帯
に
は
、
4
月
下
旬
に
市
か

ら
申
請
書
な
ど
を
送
付
し
て
い
ま

す
。

胸
支
給
額
…
1
人
3
0
街
0
0
0
円
。

■対 
平
成
　
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
支

27

給
対
象
者
の
う
ち
、
平
成
　
年
度
中

28

に
　
歳
以
上
と
な
る
人
（
昭
和
　
年

65

27

4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）。

※
支
給
対
象
者
と
は
、
平
成
　
年
度

27

の
住
民
税
（
均
等
割
）
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い
人
（
非
課
税
者
）
で
す
。

※
ご
自
身
を
扶
養
し
て
い
る
人
が
課

税
さ
れ
て
い
る
場
合
や
生
活
保
護
制

度
の
被
保
護
者
と
な
っ
て
い
る
場
合

な
ど
は
対
象
外
で
す
。

■他 
同
一
世
帯
内
に
複
数
の
対
象
者
が

い
る
場
合
は
、
代
表
者
（
申
請
者
）

が
ま
と
め
て
対
象
人
数
分
を
申
請
し

ま
す
。
支
給
は
代
表
者
（
申
請
者
）

名
義
の
口
座
に
世
帯
の
支
給
合
計
額

を
振
り
込
み
ま
す
。

■申 
8
月
　
日
我
（
消
印
有
効
）
ま
で

31

に
必
要
書
類
を
添
付
し
、
左
記
ま
で

郵
送
ま
た
は
持
参
。

■問 
【
給
付
金
申
請
】
社
会
福
祉
課
臨

時
福
祉
給
付
金
担
当
（
緯
内
線
5
5

3
）・【
給
付
金
制
度
】
厚
生
労
働
省

専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
緯
0
5
7
0
―
0

3
7
―
1
9
2
）。

知
症
に
関
心
の
あ
る
人
。

■定 
　
人（
認
知
症
の
人
　
人
程
度
を

30

10

含
む
）。

■費 
一
人
2
0
0
円
（
参
加
費
）。

■申 
事
前
に
電
話
で
左
記
へ
。

■問 
特
定
非
営
利
法
人
秋
桜
（
緯
碓97 
5

5
3
5
）。

募
集

災害時の避難計画を作成しま災害時の避難計画を作成しますす

　災害が発生した時など、高齢者や障がいのある人など
避難に時間を要する人が支援を受けられる登録制度で
す。地域の中で効果的な支援を受けられるよう町内会
などにより要援護者の個別計画を作成し、災害時だけで
はなく、日ごろからの見守りや情報共有、安否確認など
を行います。
■対 65歳以上のひとり暮らしなどの人や介護認定を受け
ている人。障害者手帳を取得している人。
■申 登録希望者は本人または代理人が、申請書を下記窓口
に提出。
■問 【65歳以上の人や介護認定を受けている人】高齢者
福祉課生きがい支援班（緯内線272）・【障害者手帳を取
得している人】障がい福祉課（緯内線266)。

    印西市災害時等要援護者支援制度 ス
ポ
ー
ツ

印旛郡市職員採用共同試験
受験資格募集人員職種

平成7年4月2日から平成11年4月1日までに生まれた人（学歴不問）。
※募集人員のうち若干名は身体障がい者（詳しくは市ホームページを参照）。

2人程度
一般行政
　初級

昭和63年4月2日以降に生まれた人で資格を有する人、
または平成29年春季までに資格取得見込みの人（国籍不問）。

3人程度保育士

昭和61年4月2日以降に生まれた人で資格を有する人、
または平成29年春季までに資格取得見込みの人（国籍不問）。

4人程度保健師

昭和56年4月2日以降に生まれた人で資格を有する人、
または平成29年春季までに資格取得見込みの人（国籍不問）。

2人程度
社会
福祉士

福
祉

バランスと重心移動が重要

■定 
　
人
。

50
■費 
5
0
0
円
（
参
加
費
）。

■申 
当
日
会
場
で
（
先
着
順
）。

■問 
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
風
・
喜
島

（
■携 
0
8
0
―
5
6
4
2
―
3
7
1
8
）。

猿
印
西
平
和
行
進

■時 
7
月
　
日
蚊
・
午
前
9
時
～
　
時

24

11

（
印
旛
地
区
、本
埜
地
区
、印
西
地
区
）。

■内 
核
兵
器
廃
絶
と
平
和
を
願
う
誰
も

が
参
加
で
き
る
行
進
で
す
。

■問 
印
西
市
平
和
行
進
実
行
委
員
会
・

吉
田
（
緯
碓42 
3
8
6
8
）。

猿
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
体
操

■時 
毎
月
第
3
月
曜
日
・
午
前
　
時
～

10

　
時
　
分
。

11

30

■場 
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
。

噛
講
師
…
椎
名
秀
子
氏
。

■内 
き
れ
い
な
歩
き
方
や
身
体
に
や
さ

し
い
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
。

■対 
　
歳
く
ら
い
か
ら
。

50
■費 
5
0
0
円
（
月
会
費
）、
5
0
0
円

（
入
会
費
）。

■問 
安
楽
（
緯
0
4
7
―
4
9
7
―
0

4
9
1
）。

猿
「
風
に
吹
か
れ
て
」
散
策
会

■時 
7
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

23

30

午
後
2
時
。

■場 
千
葉
N
T
中
央
駅
集
合
。

■内 
東
京
電
機
大
学
風
力
発
電
施
設
の

見
学
と
周
辺
の
自
然
観
察
。
約
2
・

5
娃
。
※
雨
天
時
は
施
設
見
学
の
み
。

■対 
ど
な
た
で
も
。

■定 
　
人
程
度
。

30
■費 
1
0
0
円
（
保
健
代
、
資
料
代
）。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■他 
飲
み
物
、
弁
当
、
筆
記
用
具
持
参
。

■問 
印
西
ウ
エ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ガ
イ
ド
・

阿
部
（
緯
／
胃
碓47 
1
4
5
5
）。

興制度の概要
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■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線383）

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月20日締め切り（必
着）です。投稿は、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・電話番
号を明記の上、広報広聴課広報広聴班まで。

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。
お買い物にはマイバッグを持参しましょう。

怯ゆずります情報

怯さがしています情報

臼 五月人形渦ダイハツミラ純正スタッドレスタイヤ嘘セミダブルベッド唄し
おん幼稚園制服

臼補聴器渦鋳物製の羽釜嘘スピードラーニング初級１６巻テキスト付唄布佐台
幼稚園男子夏制服欝きかり幼稚園女子制服体操服一式蔚ベビーカー

ごみの分別大事典シリーズH28－渦

スプレー缶やカセットボンベ式ガスボンベスプレー缶やカセットボンベ式ガスボンベのの
出し方が変わっていま出し方が変わっていますす

　使い切った（中身を出し切った）、整髪料・殺虫剤・ペンキなどのスプレー
缶やカセットコンロ用ガスボンベの出し方が今年４月１日から変わりました。
　今年度からは、穴をあけずに「透明な袋」に入れて口をしばり、「資源物」
の日に出していただくようになりました。
【注意点】
○「透明な袋」とは、市販の透明袋など、ご自宅にある不要な袋で、中身がよ
　く確認できれば文字が記載されてあっても結構です。ただし、「燃やさない
　ごみ用」の指定袋は使用できません。
○「透明な袋」には、複数本入れて結構ですが、他のごみは混ぜないでくださ
　い。
○中身が残ったまま出すと、ごみの処理過程での事故原因になります。必ず使
　い切ってください。なお、ガス抜き作業は、火の気のない風通しのよい屋外
　で行ってください。
○どうしても缶をカラにすることができない場合は、販売店やメーカーにご相
　談ください。
○穴あけしたものがある場合の出し方も同様です。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線382）。

院長　 清野 　
せ い の
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がん診療連携拠点病がん診療連携拠点病院院
日本医科大学千葉北総病院から

日本医科大学千葉北総病院は、国指定の「がん診療連携拠点病院」
となり、質の高いがん医療を提供しています。今月から３回にわ
たり（15日号）、がんに関する最新情報をご紹介いただきます。

マダガスカルをコメで元気に
JICAボランティア鵜澤氏

　「困っている人の役に立ちたい。それを実現するときは、今しかないと思
いました」と話してくれた 鵜澤光佑 氏（高花）。この度、開発途上国を支援

うざわこうすけ

するJICAにボランティアとして参加します。
　鵜澤氏が2年間派遣されるマダガスカルは、コメが主食で、１人あたり年
間に日本人の約２倍を消費しているといわれ
ています。中でも派遣先の県は、国内屈指の
稲作地帯。ところが標高差の激しい土地柄、
さまざまな自然環境に適したコメを生産する
には一定の技術や知識が必要で、生活が苦し
い人も多くいるとのことです。
　地域の人たちと生活を共にして問題点を見つ
け、解決したい。コメの生産性を高めて地域の人
たちの収入を増やし、生活を豊かにしたい。強い
思いを胸に、鵜澤氏は今月、印西を発ちます。 笑顔で思いを語る鵜澤氏

　高齢化とともに増加を示している「がん」は、
今までは不治の病と恐れられていましたが、近
年では新しい抗がん剤や医療技術が開発され、
「生存率」や「生活の質」が大きく改善されて
います。それでも、我が国の「がん」による死
亡者数は「心臓病」や「脳卒中」をしのぎ、死
亡原因の第一位になっており、三人に一人は
「がん」で亡くなっている現状から、決してまれ
な病気ではありません。がんによる死因のトッ
プは、男性は「肺がん」、女性は「大腸がん」
と「肺がん」であり、男性の「前立腺がん」、
女性の「乳がん」についても早期診断と治療へ
の関心が高まっています。
　わたくし達「日本医科大学千葉北総病院」は、
昨年4月厚生労働省の厳正な審査のもと、印旛
保健医療圏「がん診療連携拠点病院」に指定さ
れました。がんの治療は、「外科手術療法」「放
射線療法」「抗がん剤療法」が主な治療の方法
となりますが、さらに、「がん」と診断された
時から始まる「緩和医療（ケア）」による「生

活の質」の改善が重要です。
　当院では、呼吸器内科・外科「肺がん」、消
化器内科・外科「食道がん」「胃がん」「大腸が
ん」「肝臓がん」「すい臓がん」、乳腺科「乳が
ん」、泌尿器科「前立腺がん」「膀胱がん」、女
性診療科「子宮がん」「卵巣がん」、血液内科
「白血病」「悪性リンパ腫」、緩和ケア科ほか、
がん関連全診療科が「安全着実で質の高いがん
診療」に取り組んでおります。
　昨年9月に公開された「がん診療連携拠点病
院登録による5年相対生存率初集計報告」につ
いて概説させていただきます。2007年に全国
177がん診療連携拠点病院から登録された17
万症例について集計した結果、わが国の全ての
「がん」の5年相対生存率は64.3%、部位別で
は、「胃がん」71.2%、「大腸がん」72.1%、「肝
臓がん」35.9%、「肺がん」39.4%、「乳がん」
92.2%でした。今年度からは厚生労働省が「全
国がん登録」を開始したことにより、わが国の
がん診療について、がんの種類、進行度、治療

内容、地域格差、施設格差などについても報告
されていく予定です。
　「がん」は「早期発見」と適切な「治療判断」、
「安全着実で質の高い治療」が重要です。
早期発見のために知っておくべき知識（例：「肺
がん」におけるせきや痰、「大腸がん」におけ
る便通異常、血便、「乳がん」における乳房の
しこりなど）、定期的な健康診断受診などが大
事ですが、多くの場合自覚症状に乏しく発見し
にくい、がんによっては「進行が早い」などの
問題がありますので、常日頃の「かかりつけ医」
との相談が重要です。次回以降、この広報紙で
順次紹介させていただき、さらに「がん市民公
開講座」を開催してがん診療に関する最新情報
をお届けする予定です。
　市民のみなさまと一緒に、印旛保健医療圏の
「がんの予防と早期発見」、「安全着実で質の高
い治療」、「生命予後と生活の質の改善」に向け
て取り組んでまいります。
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